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令和元年度「笑話浪漫サロン」11 月 23 日(土)実施
の第 1 回、令和 2 年 2 月 18 日(火)実施の第 2 回に参
加した本学 1～4 年生、岡崎女子短期大学 2 年生。第
1 回、第 2 回の参加者の内訳は、表 1、表 2 の通り。 
表 1 第 1 回「笑話浪漫サロン」参加者 
 事前 当日 事後 
1 年生 9(20.9) 9(21.4) 5(22.7) 
2 年生 12(27.9) 12(28.6) 9(40.9) 
3 年生 4(9.3) 5(11.9) 3(13.6) 
4 年生 7(16.3) 6(14.3) 5(22.7) 
幼一 2 年 11(25.6) 10(23.8) 0(0.0) 
合計 43(100.0) 42(100.0) 22(100.0) 
表 2 第 2 回「笑話浪漫サロン」参加者 
 事前 当日 事後 
1 年生 4(16.0) 4(16.0) 4(30.8) 
2 年生 12(48.0) 14(56.0) 2(15.4) 
3 年生 2(8.0) 0(0.0) 0(0.0) 
4 年生 7(28.0) 7(28.0） 7(53.8) 





















































委員会に参加した 43 名（表 1）。そのうち、実行委員
17 名(39.5％)、当日ボランティア 26 名(60.5％)。 
 
②「笑話浪漫サロン」に対する思いや考え 





















































表 3 に示す。 
 
表 3 「社会貢献」活動への参加の有無 
 事前 当日 事後 
人数(％) 人数(％) 人数(％) 
参加あり 15(35.7) 18(45.0) 14(63.6) 
参加なし 27(64.3) 22(55.0) 8(36.4) 




















 事前 当日 事後 
人数(％) 人数(％) 人数(％) 
とてもそう思う 16(37.2) 17(40.5) 12(54.5) 
まあまあそう思う 25(58.1) 22(52.4) 9(40.9) 
どちらとも言えない 2(4.7) 3(7.1) 1(4.5) 
あまりそう思わない 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 
全く思わない 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 























43 名のうち、質問紙調査に回答した 42 名（実行委
員 17 名：40.5％、当日ボランティア 25 名：59.5％) 。 
事後アンケート：「笑話浪漫サロン」後の学生実行
委員会に参加し、質問紙調査に回答した 22 名（実行









表 5 挿入 
 




第 1 回 第 2 回 
事前 当日 事後 事前 当日 事後 
地域社会の一員として、何か地域社会のために貢献したい 2.12 2.43 1.64 1.92 1.84 1.54 
地域の中の問題を解決するために、何かができる 2.47 1.95 2.18 2.56 2.24 1.77 
地域でのボランティア活動など社会的活動に参加したい 2.12 2.40 1.82 2.00 1.96 1.46 
地域社会のために役割を分担し、果たすことができる 2.63 2.00 2.23 2.56 2.04 1.92 
地域での住み心地をよくするためにみんなと一緒に活動しようと
する気持ちがある 
2.09 2.48 1.77 2.2 2.08 1.54 
地域のために何かする力が自分にはあると思う 2.91 2.19 2.55 2.84 2.68 2.15 
住みよい地域づくりのために自分から積極的に活動していきたい 2.42 2.45 2 2.56 2.20 1.85 
自分が地域社会のために何ができるか、考えられる 2.70 2.05 2.36 2.76 2.40 2.23 
地域生活改善のために進んで何かをお手伝いしたい 2.33 2.07 1.95 2.28 2.00 1.62 
地域社会の問題に取り組むことに興味・関心がある 2.40 2.40 1.91 2.08 2.12 1.77 
地域の生活を改善する責任を、進んで引き受けたい 2.81 2.61 2.45 2.76 2.52 2.00 
 
 
表 7 「感想」の平均値 
  第 1 回   第 2 回  
 当日 事後   当日 事後  
高齢者を身近に感じられるようになった  1.93 1.82   1.75 1.54  
子どもが身近に感じられるようになった  2.45 2.32   1.58 1.62  
子どもの保護者が身近に感じられるようになった  2.55 2.27   3.09 1.77 ** 
教職員が身近に感じられるようになった  2.21 1.91   2.25 1.77  
学生同士の距離感が近くなった  2.07 2.00   1.88 1.54  
色々な人との接し方やコミュニケーション力が高まった  2.14 2.36   1.95 1.54  
子どもと高齢者の間に入ってつなぐことができた  2.74 2.68   2.33 1.92  
高齢者とお互いに理解し合えると思えるようになった  2.48 2.36   2.42 1.92  
高齢者を尊敬する気持ちが強くなった  2.14 2.14   1.88 1.69  
子どもの成長にとって世代間交流の意義を実感した  2.32 2.14   1.79 1.38  
文化や価値の世代間継承の大切さを感じた  2.29 2.14   1.88 1.69  
自分が社会の一員として役立っていると実感した  2.43 2.68   2.13 1.92  
ボランティア活動への参加意欲が増した  2.26 2.18   2.08 1.46 * 
人々や地域社会についての視野が広がった  2.21 2.09   2.00 1.46 * 
保育現場での世代間交流について関心が増した  2.26 2.27   2.00 1.54  
将来、自ら世代間交流の場づくりを進めたいと思った  2.48 2.64   3.04 1.69  
達成感があった  2.10 1.82   2.04 1.46  
自分の人間関係が広がった  2.17 2.41   2.25 1.62 * 
自分のイベント企画力や運営力が高まった  2.71 2.64   2.46 1.92  
実習の時、職に就いた時の参考になる部分があった  2.24 2.32   2.04 1.77  
保育・教育活動において地域との連携の大切さを実感した  2.07 1.95   1.88 1.46  
自分の住んでいる地域についてもっと知りたいと思った  2.31 1.95   2.17 1.54 * 






表 6 「笑話浪漫サロン」に参加しての感想 
 当日 事後 
人数(％) 人数(％) 
とても楽しかった 16(38.1) 7(31.8) 
まあまあ楽しかった 22(52.4) 12(54.5) 
どちらとも言えない 3(7.1) 3(13.6) 
あまり楽しくなかった 1(2.4) 0(0.0) 
全く楽しくなかった 0(0.0) 0(0.0) 


























第 1 回と第 2 回の当日・事後アンケート結果を表
7 に示す。 
表 7 挿入 
 




第 1 回 第 2 回 
事前 当日 事後 事前 当日 事後 
地域社会の一員として、何か地域社会のために貢献したい 2.12 2.43 1.64 1.92 1.84 1.54 
地域の中の問題を解決するために、何かができる 2.47 1.95 2.18 2.56 2.24 1.77 
地域でのボランティア活動など社会的活動に参加したい 2.12 2.40 1.82 2.00 1.96 1.46 
地域社会のために役割を分担し、果たすことができる 2.63 2.00 2.23 2.56 2.04 1.92 
地域での住み心地をよくするためにみんなと一緒に活動しようと
する気持ちがある 
2.09 2.48 1.77 2.2 2.08 1.54 
地域のために何かする力が自分にはあると思う 2.91 2.19 2.55 2.84 2.68 2.15 
住みよい地域づくりのために自分から積極的に活動していきたい 2.42 2.45 2 2.56 2.20 1.85 
自分が地域社会のために何ができるか、考えられる 2.70 2.05 2.36 2.76 2.40 2.23 
地域生活改善のために進んで何かをお手伝いしたい 2.33 2.07 1.95 2.28 2.00 1.62 
地域社会の問題に取り組むことに興味・関心がある 2.40 2.40 1.91 2.08 2.12 1.77 
地域の生活を改善する責任を、進んで引き受けたい 2.81 2.61 2.45 2.76 2.52 2.00 
 
 
表 7 「感想」の平均値 
  第 1 回   第 2 回  
 当日 事後   当日 事後  
高齢者を身近に感じられるようになった  1.93 1.82   1.75 1.54  
子どもが身近に感じられるようになった  2.45 2.32   1.58 1.62  
子どもの保護者が身近に感じられるようになった  2.55 2.27   3.09 1.77 ** 
教職員が身近に感じられるようになった  2.21 1.91   2.25 1.77  
学生同士の距離感が近くなった  2.07 2.00   1.88 1.54  
色々な人との接し方やコミュニケーション力が高まった  2.14 2.36   1.95 1.54  
子どもと高齢者の間に入ってつなぐことができた  2.74 2.68   2.33 1.92  
高齢者とお互いに理解し合えると思えるようになった  2.48 2.36   2.42 1.92  
高齢者を尊敬する気持ちが強くなった  2.14 2.14   1.88 1.69  
子どもの成長にとって世代間交流の意義を実感した  2.32 2.14   1.79 1.38  
文化や価値の世代間継承の大切さを感じた  2.29 2.14   1.88 1.69  
自分が社会の一員として役立っていると実感した  2.43 2.68   2.13 1.92  
ボランティア活動への参加意欲が増した  2.26 2.18   2.08 1.46 * 
人々や地域社会についての視野が広がった  2.21 2.09   2.00 1.46 * 
保育現場での世代間交流について関心が増した  2.26 2.27   2.00 1.54  
将来、自ら世代間交流の場づくりを進めたいと思った  2.48 2.64   3.04 1.69  
達成感があった  2.10 1.82   2.04 1.46  
自分の人間関係が広がった  2.17 2.41   2.25 1.62 * 
自分のイベント企画力や運営力が高まった  2.71 2.64   2.46 1.92  
実習の時、職に就いた時の参考になる部分があった  2.24 2.32   2.04 1.77  
保育・教育活動において地域との連携の大切さを実感した  2.07 1.95   1.88 1.46  
自分の住んでいる地域についてもっと知りたいと思った  2.31 1.95   2.17 1.54 * 













委員会に参加した 25 名(表 2)。そのうち、実行委員

















（5 名、20.0％）という結果であった。約 8 割の学生
が「とても楽しみ」「まあまあ楽しみ」にしており、





生は 23 名(92.0％)、「ない」学生は 2 名(8.0％)であっ





「どちらでもない」が 6 名(24.0％)、「ない」学生は 1
名(4.0％)という結果であった。地域との交流に関心
をもつ学生が 7 割以上を占めることがわかった。 
c． 地域の活動や交流への参加経験 
実際に地域の活動や交流に参加した経験について






結果を表 8 に示す。 
 
表 8 「社会貢献」活動への参加の有無 
 事前 当日 事後 
人数(％) 人数(％) 人数(％) 
参加あり 9(39.1) 15(65.2) 10(83.3) 
参加なし 14(60.9) 8(34.8) 2(16.7) 
合計 23(100.0) 23(100.0) 12(100.0) 
 
「ある」と答えた学生が 9 名(39.1％)、「ない」と
答えた学生が 14 名(60.9％)という結果であり、第 1
回とほぼ同じ割合であった。 
e．「笑話浪漫サロン」と「社会貢献」 
結果を表 9 に示す。 
 
表 9「笑話浪漫サロン」は「社会貢献」につながるか 
 事前 当日 事後 
人数(％) 人数(％) 人数(％) 
とてもそう思う 17(68.0) 14(56.0) 9(69.2) 
まあまあそう思う 8(32.0) 10(40.0) 4(30.8) 
どちらとも言えない 0(0.0) 1(4.0) 0(0.0) 
あまりそう思わない 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 
全く思わない 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 
合計 25(100.0) 25(100.0) 13(100.0) 
 
「とてもそう思う」17 名(68.0％)、「まあまあそう

















質問紙調査に回答した 25 名（実行委員 11 名：44.0％、
当日ボランティア 25 名:56.0％)  
事後アンケート：「笑話浪漫サロン」当日の数日後
に行われた学生実行委員会に参加し、質問紙調査に





果を表 10 に示す。 
 
表 10 「笑話浪漫サロン」に参加しての感想 
 当日 事後 
人数(％) 人数(％) 
とても楽しかった 9(36.0) 6(54.5) 
まあまあ楽しかった 12(48.0) 1(9.1) 
どちらとも言えない 4(16.0) 4(36.4) 
あまり楽しくなかった 0(0.0) 0(0.0) 
全く楽しくなかった 0(0.0) 0(0.0) 





































































（1）今年度発表の合計特殊出生率は 1.36 と 4 年連
続で低下し、高齢化率は 28.6％と過去最高値を更 
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